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2024年 3月 28日 

神戸学院大学 全学教育推進機構／教学 IR室 作成 

 

大学全体レベルにおける 2022年度卒業生の「カリキュラム・アセスメント」について

（最終報告）＜公開用抜粋版＞ 

 

標記のことについて、かねてから公表している「アセスメント・プラン（教育アセスメン

トの考え方）」に則って、大学全体レベルのカリキュラム・アセスメントを実施しましたの

で、以下のとおりご報告いたします。 

 

アセスメントの対象 

2022年度卒業生（2019年度（薬学部は 2017年度）入学生を主として） 

 

アセスメントの方法 

『アセスメント・プラン（教育アセスメントの考え方）』の大学全体レベルに則って 

（https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/assessment.html） 

ただし、「全学実施の外部アセスメントテスト」については、2023 年度より本格運用の

ため、本年度の指標には含んでいない。また、「卒業者の就業力に関する調査」について

は、直近 3 年間の卒業生を対象としているため、あくまで参考として確認するに留め、

評価には言及しない。 

 

【入学時】 

１．新入生アンケート一部設問 

＜学内資料につき本文割愛＞ 

 

２．新入生基礎学力診断（英語） 

＜学内資料につき本文割愛＞ 

 

  

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/assessment.html
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【在学時】 

・在学生の学修行動調査 

 2019～2022年度にかけて毎年実施してはいたが、2020年度よりコロナ禍に見舞わ

れ、主として遠隔授業での開講が多くなったことによる影響は否めない。そのため、経

年変化の評価については慎重にならざるを得ない。2020年度では 89.6％、2021年

度では 84.8％の回答者が週に 1時間以上の予習・復習などの自主学習をしていると回

答しているが、2022年度では 74.9％まで低下しており（質問１）、最終年次では学習

量が低下することを示唆している。 

 全学 DP に対応する各質問について、能力の向上実感については、年度を重ねるにつ

れ、何れも「非常にそう思う」と回答した割合が増加しているため、一定の教育成果が

あったと解したい（質問 2～8）。 

 大学入学時と比べた学習意欲の変化について、年度を重ねるにつれ、「非常に向上した

と感じる」と回答した割合が増加しているため、一定の教育成果があったと解したい

（質問 9）。 

 大学生活を振り返っての総合的な満足度について、2022 年度では、「大変満足してい

る」が増加している（質問 10）。2020～2021年度の満足度の低下は、遠隔授業に伴

うとならざるを得なかったことに起因すると解釈している。 

 

【卒業時（卒業後）】 

・卒業時の学修行動調査 

 在学生の学修行動調査と同一の質問（質問 1～9）の何れも、卒業時が最も肯定的な回

答の割合が多くなっているため、一定の教育成果があったと解したい。 

 進路に対する満足度について、2021年度卒業生は「大変満足している」（35.1％）と

「おおむね満足している」（40.2％）の合計で 80％に至らなかったが、2022 年度卒

業生は「大変満足している」（38.8％）と「おおむね満足している」（44.8％）の合計

83.6％であり改善がみられる（質問 10）。 

 

・就職・進学状況 

 2022年度卒業生の就職率は 96.5％であった（把握率は 97.9％）。 

 文部科学省が把握・公表している同年度の大学等卒業予定者の就職率は 97.3％（私立

大学は 97.2％）であり、本学はこれをやや下回ったが、本学卒業生の学修成果が概ね

社会にも評価されているものと解したい。 

参考：文部科学省『令和 4年度大学等卒業予定者の就職状況調査（4月 1日現在）』 

（https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/chousa01/naitei/kekka/k_detail/14226

24_00011.htm） 

  

https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/chousa01/naitei/kekka/k_detail/1422624_00011.htm
https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/chousa01/naitei/kekka/k_detail/1422624_00011.htm
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・卒業後アンケート 

問４「大学時代の授業（実習・演習を含む）は、全体として、現在どの程度役に立っている

と思いますか。」 

 「とても役立っている」11.1%、「ある程度役立っている」61.9%で、合わせて 73.0%

が肯定的な回答である。2021年度卒業生においては「とても役立っている」12.0%、

「ある程度役立っている」62.0%で、合わせて 74.0%が肯定的な回答であったため、

概ね変化はないものと評価できる。 

 

問 6「大学時代に講義や実習・演習などの授業で学んだことや、授業以外での経験は、それ

ぞれ現在どの程度役立っていると思いますか。」 

 授業に関することで「とても役立っている」、「ある程度役立っている」という肯定的意

見が 60%を超えたのは、「情報処理系の科目」81.0%、「演習・ゼミナール・卒業研究」

77.8%、「専門教育科目全般」76.2%、「文章表現系の科目」65.6%、「共通教育科目全

般」64.6%であった。リテラシー教育に加えて、本学の学士課程教育の構成から、比較

的実践的な専門教育科目が多いことによるものと解釈している。 

 「あまり役立っていない」、「役立っていない」という否定的意見が 60%を超えた項目

はなかった（2021 年度卒業生は「外国語の科目」について 62.8%が否定的意見であ

った）。元々、回答者の多くが外国語を用いる環境に置かれていないことの現れである

と解釈できるが、今後の回答傾向に注視が必要な項目であろう。 

 

 

＜総評＞ 

全学のディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）（以下、DP）の要素毎に、以下

のとおり報告する。 

 

DP１：（知識・技能）共通教育等を通じて、広い教養を身につけ、豊かな人間性や社会性を

涵養している。 

 本学学生及び卒業生による学修行動調査やアンケート（学生の自己評価）回答結果にお

いては、主にリテラシー科目を通じて概ね達成されている。客観的指標による詳細は、

教育課程レベル（共通教育センター）のカリキュラム・アセスメントに委ねる。 

 

DP２：（知識・技能）専門分野に高い関心を持ち、専門領域の課題を考察し、解決するため

の知識や技能を身につけている。 

 本学学生及び卒業生による学修行動調査やアンケート（学生の自己評価）回答結果にお

いては、主に演習・ゼミナール・卒業研究を通じて概ね達成されている。客観的指標に

よる詳細は、教育課程レベル（学部学科等）のカリキュラム・アセスメントに委ねる。 
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DP３：（思考力・判断力・表現力等の能力）幅広い知識を活用してさまざまな問題を発見し、

それを解決する方策を導くことができる。 

 本学学生及び卒業生による学修行動調査やアンケート（学生の自己評価）回答結果にお

いては、主に共通教育のリテラシー科目及び専門教育の演習・ゼミナール・卒業研究を

通じて概ね達成されている。客観的指標による詳細は、教育課程レベル（学部学科等）

のカリキュラム・アセスメントに委ねる。 

 

DP４：（思考力・判断力・表現力等の能力）自分の意見を口頭や文書によって表現し、相手

の意見を理解することで、良好なコミュニケーションをとることができる。 

 本学学生及び卒業生による学修行動調査やアンケート（学生の自己評価）回答結果にお

いては、主にリテラシー科目を通じて概ね達成されている。客観的指標による詳細は、

教育課程レベル（共通教育センター）のカリキュラム・アセスメントに委ねる。 

 

DP５：（主体性を持って多様な人々と共同して学ぶ態度）獲得した知識や技能を活用し、国

内外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、学びを深め、協働して、社会

に役立てることができる。 

 「全学実施の外部アセスメントテスト」は、2023年度より本格運用のため、現在は詳

細の測定は困難であるが、就職状況から、社会には、本学卒業生が「主体性を持って多

様な人々と共同」できると評価されているものと解したい。しかし、卒業後アンケート

問 6 の回答結果から、本学学生及び卒業生が「国外において、価値観や意見の異なる

さまざまな人と議論し、学びを深め、協働して、社会に役立てること」については、今

後も全学的な課題といえる。 

以上 
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2022 年度卒業生が在学中に回答した学修行動調査の集計結果 

（2019～2022 年度） 

2024 年 2 月 19 日 教学 IR 室作成 

 
基礎集計表（回答者数） 

 

※ただし質問によって未回答があるため、すべての質問で回答者数が完全一致はしていない。 

 

 

質問１．学修時間についてお伺いします。 
日本の大学は、1 単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標
準としています。（例えば 2 単位の授業科目であれば、予習・復習も含めて 90 時間の学修が必
要ということです。） 
昨年度は、授業時間以外で、1 週あたりにどれくらい予習・復習などの自主学習をしましたか。
以下の選択肢から一つお選びください。 
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質問２．あなたは、大学入学時と比べて、共通教育等を通じて、教養が身につきましたか。以下
の選択肢から一つお選びください。 

 

 

質問３．あなたは、大学入学時と比べて、人間性や社会性が豊かになりましたか。以下の選択肢
から一つお選びください。 
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質問４．あなたは、大学入学時と比べて、専門分野への関心が高まりましたか。以下の選択肢か
ら一つお選びください。 

 

 

質問５．あなたは、大学入学時と比べて、さまざまな問題を発見し、それを解決する方策を導く
力が伸びたと感じますか。以下の選択肢から一つお選びください。 
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質問６．あなたは、大学入学時と比べて、自分の意見を口頭や文書によって表現する力が伸びた
と感じますか。選択肢から一つお選びください。 

 

 

質問７．あなたは、大学入学時と比べて、相手の価値観や意見を理解する力が伸びたと感じます
か。以下の選択肢から一つお選びください。 

 

  



5 

 

 

質問８．あなたは、大学入学時と比べて、良好なコミュニケーションをとる力が伸びたと感じま
すか。以下の選択肢から一つお選びください。 

 

 

質問９．あなたは、大学での学びを通じて、大学入学時と比べて、学習意欲がどのように変化し
たと感じますか。以下の選択肢から一つお選びください。 
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質問１０．あなたのこれまでの大学生活を振り返っての総合的な満足度を教えてください。以下
の選択肢から一つお選びください。 

 



 

 

 

 

 

 

2022 年度神戸学院大学卒業生の学修行動に 

関する調査集計結果報告書 

 

 

２０２3 年５月 
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１．調査の概要 
①実施時期： 前期学部卒業者 2022 年 9 月 13 日～9 月 30 日 

３月学部卒業者 2023 年３月 16 日～3 月 31 日 

②対象： 神戸学院大学 2022 年度学部卒業生 2,382 名 

③調査方法： 

＜前期学部卒業者＞学内情報サービス「アンケート」機能を用いての WEB 調査による 

＜3 月学部卒業者＞Microsoft Forms を用いての WEB 調査による 

④有効回答数・回答率：1,052 人（44.2％） 

 

 

 

２．調査集計結果 

 

質問１．あなたは、大学入学時と比べて、共通教育等を通じて、教養が身につきましたか。以
下の中から該当するものを一つだけ選択してください。 

 

 

質問２．あなたは、大学入学時と比べて、人間性や社会性が豊かになりましたか。以下の中
から該当するものを一つだけ選択してください。 
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質問３．あなたは、大学入学時と比べて、専門分野への関心が高まりましたか。以下の中か
ら該当するものを一つだけ選択してください。 

 

 

質問４．あなたは、大学入学時と比べて、さまざまな問題を発見し、それを解決する方策を
導く力が成長したと感じますか。以下の中から該当するものを一つだけ選択してください。 

 

 

質問５．あなたは、大学入学時と比べて、自分の意見を口頭や文書によって表現する力が成
長したと感じますか。以下の中から該当するものを一つだけ選択してください。 

 

 

 

 

 

質問６．あなたは、大学入学時と比べて、相手の価値観や意見を理解する力が成長したと感
じますか。以下の中から該当するものを一つだけ選択してください。 
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質問７．あなたは、大学入学時と比べて、良好なコミュニケーションをとる力が成長したと
感じますか。以下の中から該当するものを一つだけ選択してください。 

 

 

質問８．あなたは、大学での学びを通じて、大学入学時と比べて、学習意欲がどのように変
化したと感じますか。以下の中から該当するものを一つだけ選択してください。 

 

 

質問９．あなたのこれまでの大学生活を振り返っての総合的な満足度を教えてください。以
下の中から該当するものを一つだけ選択してください。 

 

 

質問 10．あなたの卒業後の進路に対する満足度を教えてください。以下の中から該当するも
のを一つだけ選択してください。 

 



2023年3月31日現在

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

男 319 262 1 1 0 0 4 3 2 2 0 5 3 5 13 18 95.9% 98.1%

女 98 81 3 0 0 0 1 1 0 2 0 1 1 4 1 3 99.0% 95.5%

計 417 343 4 1 0 0 5 4 2 4 0 6 4 9 14 21 96.6% 97.5%

男 264 214 1 0 0 0 1 2 0 3 0 3 4 14 6 16 97.7% 93.9%

女 72 59 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 4 3 2 95.8% 93.7%

計 336 273 1 0 1 0 2 3 0 4 0 3 4 18 9 18 97.3% 93.8%

男 235 199 2 0 0 0 0 3 0 6 1 2 7 7 2 6 99.1% 96.6%

女 97 82 0 0 0 0 1 1 0 1 1 1 2 3 3 2 96.9% 96.5%

計 332 281 2 0 0 0 1 4 0 7 2 3 9 10 5 8 98.5% 96.6%

男 165 116 3 1 5 0 5 2 1 4 1 0 2 7 5 13 97.0% 94.5%

女 116 89 0 0 3 0 2 3 1 4 0 0 2 4 3 5 97.4% 95.7%

計 281 205 3 1 8 0 7 5 2 8 1 0 4 11 8 18 97.2% 95.0%

男 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0.0% -

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - -

計 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0.0% -

283 205 3 1 8 0 7 5 2 8 1 0 4 11 10 18 96.5% 95.0%

男 55 36 0 0 0 0 5 1 0 0 0 1 2 5 1 4 98.2% 87.8%

女 75 48 1 0 0 0 8 3 0 7 0 1 0 1 1 5 98.7% 98.0%

計 130 84 1 0 0 0 13 4 0 7 0 2 2 6 2 9 98.5% 93.4%

男 69 57 1 0 1 0 1 0 1 1 0 1 1 3 0 2 100.0% 95.1%

女 67 56 0 0 0 0 2 3 0 1 0 1 1 3 0 0 100.0% 94.9%

計 136 113 1 0 1 0 3 3 1 2 0 2 2 6 0 2 100.0% 95.0%

男 74 61 0 0 0 0 2 0 0 0 0 2 1 2 2 4 97.3% 96.8%

女 13 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 92.3% 100.0%

計 87 73 0 0 0 0 2 0 0 0 0 2 1 2 3 4 96.6% 97.3%

223 186 1 0 1 0 5 3 1 2 0 4 3 8 3 6 98.7% 95.9%

男 60 46 1 0 0 0 4 1 0 0 0 0 2 0 2 4 96.7% 100.0%

女 116 98 3 0 0 0 1 0 1 1 0 1 3 1 0 7 100.0% 99.0%

計 176 144 4 0 0 0 5 1 1 1 0 1 5 1 2 11 98.9% 99.3%

男 22 19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 100.0% 86.4%

女 10 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100.0% 100.0%

計 32 29 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 100.0% 90.6%

男 22 19 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 100.0% 100.0%

女 13 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 100.0% 100.0%

計 35 30 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 100.0% 100.0%

男 63 61 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 100.0% 98.4%

女 23 18 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 3 0 0 1 100.0% 100.0%

計 86 79 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 4 1 0 1 100.0% 98.8%

153 138 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 8 4 0 1 100.0% 97.2%

男 18 13 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 100.0% 92.9%

女 80 68 2 0 5 0 0 1 0 1 0 0 0 1 1 1 98.8% 98.6%

計 98 81 2 0 6 0 1 2 0 2 0 0 0 2 1 1 99.0% 97.6%

男 16 4 0 0 0 0 2 0 0 0 0 6 1 0 1 2 93.8% 100.0%

女 42 25 1 0 0 0 2 0 0 0 0 2 1 0 3 8 92.9% 100.0%

計 58 29 1 0 0 0 4 0 0 0 0 8 2 0 4 10 93.1% 100.0%

156 110 3 0 6 0 5 2 0 2 0 8 2 2 5 11 96.8% 98.3%

男 73 65 2 0 0 0 1 0 0 0 0 1 2 1 0 1 100.0% 98.5%

女 103 96 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 4 100.0% 100.0%

計 176 161 2 0 0 0 1 0 0 0 0 2 4 1 0 5 100.0% 99.4%

男 1,457 1,172 12 2 7 0 26 13 4 17 2 21 28 49 34 70 97.7% 96.0%

女 925 753 10 0 9 0 18 13 2 19 1 8 17 21 16 38 98.3% 97.3%

計 2,382 1,925 22 2 16 0 44 26 6 36 3 29 45 70 50 108 97.9% 96.5%

※１：就職（内訳）欄の「フルタイム」は契約社員（嘱託含む）、派遣社員、レジデントの場合で「1年以上かつ週30-40時間程度」、「短時間勤務」は「1年以上かつ週30時間未満」。

※３：就職・進学以外欄の『その他』は、進学準備中、内定があるが就職活動中、今後就職活動予定等。

※４：就職率(％)は、（①～③）／(①～③+⑬）、就職者には自営業を含む。
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社会防災学科

学部計

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

学部

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

学科

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
部

理学療法学科

作業療法学科

社会ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ
学科

学部計

栄
養
学
部

栄養学科
管理栄養学専攻

栄養学科
生命栄養学専攻

学部計

薬
学
部

薬学科

全
学
部

全学科

※２：進学欄の「その他の進学」は、大学、専門学校、職業訓練校、研究研修生等。



2023年3月31日現在

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

男 6 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 83.3% 100.0%

女 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100.0% -

計 7 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 85.7% 100.0%

男 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100.0% 100.0%

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - -

計 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100.0% 100.0%

8 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 87.5% 100.0%

男 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - -

女 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100.0% 100.0%

計 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100.0% 100.0%

男 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 50.0% 100.0%

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - -

計 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 50.0% 100.0%

3 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 66.7% 100.0%

男 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100.0% -

女 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100.0% -

計 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100.0% -

男 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100.0% -

女 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100.0% 100.0%

計 3 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100.0% 100.0%

5 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 100.0% 100.0%

男 4 3 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100.0% 100.0%

女 9 3 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 2 100.0% 80.0%

計 13 6 1 0 2 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 2 100.0% 87.5%

男 3 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100.0% 100.0%

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - -

計 3 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100.0% 100.0%

男 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 100.0% 0.0%

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - -

計 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 100.0% 0.0%

4 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 100.0% 66.7%

男 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100.0% 100.0%

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - -

計 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100.0% 100.0%

35 18 1 0 3 0 1 0 0 0 0 1 0 2 2 7 94.3% 90.5%

男 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - -

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - -

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - -

男 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - -

女 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100.0% -

計 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 100.0% -

男 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - -

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - -

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - -

男 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0.0% -

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - -

計 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0.0% -

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0.0% -

男 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - -

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - -

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - -

男 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100.0% 100.0%

女 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100.0% 100.0%

計 4 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100.0% 100.0%

男 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - -

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - -

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - -

6 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 83.3% 100.0%

男 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - -

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - -

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - -

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - -

男 25 16 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 1 3 2 88.0% 94.1%

女 16 6 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 6 100.0% 87.5%

計 41 22 1 0 3 0 1 0 0 0 0 1 0 2 3 8 92.7% 92.0%

※１：就職（内訳）欄の「フルタイム」は契約社員（嘱託含む）、派遣社員、レジデントの場合で「1年以上かつ週30-40時間程度」、「短時間勤務」は「1年以上かつ週30時間未満」。

※３：就職・進学以外欄の『その他』は、進学準備中、内定があるが就職活動中、今後就職活動予定等。

※４：就職率(％)は、（①～③）／(①～③+⑬）、就職者には自営業を含む。

修士・博士後期・博士計

※２：進学欄の「その他の進学」は、大学、専門学校、職業訓練校、研究研修生等。
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神戸学院大学 卒業後アンケート 

集計結果報告書 

 

 

2024 年 3 月 

fujino
テキストボックス
抜粋版 
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１．調査の概要 

①実施時期：2023 年 12 月 11 日から 2024 年 1 月 31 日 

②対象：2022 年 9 月～2023 年 3 月卒業生 2,323 名（留学生等 69 名を除く） 

    2020 年 9 月～2021 年 3 月卒業生 2,337 名（留学生等 45 名を除く） 

③調査方法：Microsoft Forms を用いての WEB 調査による 

④対象者への調査書到着数：2022 年 9 月～2023 年 3 月卒業生 2,299 票 

2020 年 9 月～2021 年 3 月卒業生 2,195 票 

⑤有効回答数・回答率：2022 年 9 月～2023 年 3 月卒業生 189 名（回収率：8.2％） 

           2020 年 9 月～2021 年 3 月卒業生 146 名（回収率：6.6％） 

 

２．調査集計結果 

●2022 年 9 月～2023 年 3 月卒業生（1 年目調査） 

質問１．はアンケート集計以外の項目につき本報告書では割愛しております。 

 

質問２．卒業された学部・学科（専攻・コース）はどちらですか。 
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質問３．【法・経済・経営・人文学部・現代社会学部の卒業生の方のみお答えください】 
スポーツサイエンス・ユニット（スポーツマネジメントユニット）に所属していましたか。  
 

 

 
 
質問４．性別についてお答えください。 
 

 

※「女性/男性では答えられない」の回答者はいなかった。 

 
 
質問５．大学時代の授業（実習・演習を含む）は全体として、現在どの程度役に立っていると
思いますか。  
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質問６．大学時代に講義や実習・演習などの授業で学んだことや、授業以外での経験は、そ
れぞれ現在どの程度役立っていると思いますか。該当する数字に○をつけてください。 
 

 

  



 

 

 

 

 

 

2023 年度神戸学院大学卒業者の 

就業力に関する調査 

 

 

2023 年 10 月 
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１．調査の概要 

①実施時期：2023 年 8 月下旬（各企業・団体への調査趣旨書到着後）～9 月 22 日 

②対象：直近 3 年に神戸学院大学卒業生が就職報告を行った企業・団体より 100 社・団体
を抽出調査 

③調査方法：Microsoft Forms を用いての WEB 調査による 

④有効回答数・回答率：34 社・団体（34.0％） 

 

 

２．調査集計結果 

質問１．はじめに、回答者様がお勤めの企業・団体の従業員規模を教えてください。 

 

 

質問２．貴社・団体の弊学卒業者は、業務上で求められる教養があると感じますか。 

以下の中から該当するものを一つだけ選択してください。 
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質問３．貴社・団体の弊学卒業者は、人間性や社会性が豊かであると感じますか。 

以下の中から該当するものを一つだけ選択してください。 

 

 

質問４．貴社・団体の弊学卒業者は、何か特定の専門分野に関する力があると感じますか。 

以下の中から該当するものを一つだけ選択してください。 

 

 

質問５．貴社・団体の弊学卒業者は、さまざまな問題を発見し、それを解決する方策を導く

力があると感じますか。以下の中から該当するものを一つだけ選択してください。 
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質問６．貴社・団体の弊学卒業者は、意見を口頭や文書によって表現する力があると感じま

すか。以下の中から該当するものを一つだけ選択してください。 

 

 

質問７．貴社・団体の弊学卒業者は、相手の価値観や意見を理解する力があると感じますか。 

以下の中から該当するものを一つだけ選択してください。 

 

 

質問８．貴社・団体の弊学卒業者は、良好なコミュニケーションをとる力があると感じますか。 

以下の中から該当するものを一つだけ選択してください。 
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質問９．貴社・団体の弊学卒業者は、向上心があると感じますか。 

以下の中から該当するものを一つだけ選択してください。 

 

 

質問 10．貴社・団体の弊学卒業者が、優れていると感じる力について、以下の中から該当する

ものをすべて選択してください。 
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質問 11．貴社・団体の弊学卒業者に、努力してほしい、成長してほしいと感じる力について、

以下の中から該当するものをすべて選択してください。 

 

 

質問 12．この質問は、回答者様ご自身のお考えについてお伺いします。大学での教育全般に

ついて、ご意見があればお聞かせください。 

 

（ご意見として頂戴したものを掲載しております。） 

総合的に考えると、総合的な人間力の醸成が肝要と思います。

社会に出ると苦手な事でも自分なりに考えやり遂げなければいけない場面が多く出てきます。

得意分野を伸ばすことも重要ですが、苦手分野に自発的に取り組むように促す教育環境が必要

になるのではと感じました。

大学の教育方針を尊重致します。

礼儀、規律を大切にして欲しいです。

職業特性上、幅広いご年齢の方々や多職種と接する機会が多くございますので、学生時代から

様々な価値観に触れ、雑談力や察する力を磨いておくことが大切だと考えております。



番号 名　称 実施時期 実施頻度 対　象 評価項目（対応DP） 評価手法 評価者 実施責任者 結果の活用方法

1
新入生アンケート一部設問

（実施者：学長室）
4月～5月 毎年 新入生 DP１～５

WEBアンケー
ト集計結果

全学教育推進
機構

全学教育推進
機構長／教学
IR室

学生の入学時の学習意欲等の
測定を経年比較し、入学生群
の変化がないかを確認する。

2
新入生基礎学力診断（英語）

（実施者：教務センター）
4月 毎年 新入生 DP１

WEBテスト集
計結果

全学教育推進
機構

全学教育推進
機構長／教学
IR室

学生の入学時の英語能力の測
定を経年比較し、入学生群の
変化がないかを確認する。

3
在学生の学修行動調査

（実施者：教学IR室）
5月～7月 毎年 在学生 DP１～５

WEBアンケー
ト集計結果

全学教育推進
機構

全学教育推進
機構長／教学
IR室

学生の在学中の学習意欲等の
測定を経年比較し、どのよう
に変化しているかを確認す

4
卒業時の学修行動調査

（実施者：教学IR室）
9月、3月 毎年 卒業確定者 DP１～５

WEBアンケー
ト集計結果

全学教育推進
機構

全学教育推進
機構長／教学
IR室

学生の卒業時の学習意欲等の
測定を経年比較し、入学時か
らの変化を確認する。

5
就職・進学状況

（実施者：キャリアセン

ター）
翌年6月 毎年 卒業生 DP１～５

WEBアンケー
ト集計結果

全学教育推進
機構

全学教育推進
機構長／教学
IR室

卒業生の就職・進学状況を把
握することで、卒業生の学修
成果の一端を確認する。

6
卒業後アンケート

（実施者：教学IR室）
翌年12月 毎年 卒業生 DP１～５

質問紙・WEB
アンケート集
計結果

全学教育推進
機構

全学教育推進
機構長／教学
IR室

卒業生の卒業後の状況を把握
することで、卒業生の学修成
果の一端を確認する。

7

卒業者の就業力に関する調査

（実施者：発送＝キャリアセ

ンター、実施集計＝教学IR

室）

8月頃 毎年
卒業生の就

職先
DP１～５

WEBアンケー
ト集計結果

全学教育推進
機構

全学教育推進
機構長／教学
IR室

卒業者の就職先での状況を間
接的に把握することで、卒業
生の学修成果の一端を確認す
る。

8

全学実施の外部アセスメント

テスト

（実施者：キャリア教育セン

ター）

1年次：5
月

3年次：前
期開始前

毎年 在学生 DP５
WEBテスト集
計結果

全学教育推進
機構

全学教育推進
機構長／教学
IR室

学生の在学中の社会人基礎力
を測定し、学修成果の一端を
確認する。

DP４：（思考力・判断力・表現力等の能力）自分の意見を口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解することで、良好なコミュニケーションをとることができる。
DP５：（主体性を持って多様な人々と共同して学ぶ態度）獲得した知識や技能を活用し、国内外において、価値観や意見の異なるさまざまな人と議論し、学びを深め、協働
して、社会に役立てることができる。

DP３：（思考力・判断力・表現力等の能力）幅広い知識を活用してさまざまな問題を発見し、それを解決する方策を導くことができる。

大学全体レベル カリキュラム・アセスメント・チェックリスト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2023年7月27日作成　第2版

全学のディプロマ・ポリシー（DP）（能力・資質のリスト）

DP１：（知識・技能）共通教育等を通じて、広い教養を身につけ、豊かな人間性や社会性を涵養している。
DP２：（知識・技能）専門分野に高い関心を持ち、専門領域の課題を考察し、解決するための知識や技能を身につけている。
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